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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。
＜外来・利用者様情報＞
デイケア

・松倉　健一　様～予約時間より早めに診察へ向かうことがあり声かけしているが、聞き

　　　　　　　　　入れないため、引き続き、声掛けしていく。また、内服薬調整してい

るとの報告あるが、詳細確認できていない。今後、八戸赤十字病院連
携室へ確認し情報提供求めていく。
・田名部　一樹様～周囲との揉め事が絶えない様子があり、スタッフサイドから本人の行
動を指摘（話し方がキツイ印象など）しているが、認める様子はなし。

引き続き、トラブルに至らないよう対人関係でのトラブルに至らない

よう必要時にはサポートを行っていく。
・上川原　豊　様～本日、来所時には昨日の話を冷静に話しているが、話している内容に

ついては二転三転することがあり、混乱している様子もあるため焦っ

て行動に移さないよう引き続き言動、行動に注目していく。訪問看護
は1回/2週→1回/1週へ、デイケアは3回/週（月・水・金）となって
いるため、関係機関で情報共有していく。

・植村　啓祐　様～経済的理由から、デイケアの利用を辞めたいとはなしているが、利用継続は必要であると主治医より話している。必要時には母へも通所の必要性について理解して頂き、サポート体制について協力を再度求めていく。
・大久保　律子様～次回受診が12/2であり、デイケア利用について診察時に本人と確認し

ていく必要がある。恒夫様が生活の基盤を支えているが、今後、通所

利用が中断となると生活破綻をきたすケースであるため主治医へも情
報提供し利用継続を勧めていく。

・鈴木　知子　様～外来訪問看護時に就床前薬服用忘れあったため、症状の変化、情動に

注意していく。現時点でデイケア利用中の問題となる行動はない。以

前あった、電話での確認行為も減少している。
・浅坂　政美　様～今朝、訪問看護師より訪問時の活気のなさがあったとの情報提供あり、本日、デイケアでも特に活気のなさが目立っている。本人からの訴えは特に聞かれていない。落ち込みからくる衝動行為のリスクが高いことから、要注目とし状態観察していく。

・鈴木　惇浩様～現在、就労支援利用しており、休みの連絡が来た際には心境について報

告している。スタッフが出席を促すと出席出来ている。引き続き支持的
関わりを行い状態観察行っていく。
・熊林　卓也様～デイケア利用中。情動の不安定さはないが、気力・意欲低下が顕著であ

るため状態観察していく。
デイナイトケア
・中居　美津子様～医療費を前回支払している。今後も滞納がないよう、精算時適宜声掛けを行っていく。

・鈴木　真知子様～常時外出したい様子があり、所在が不明とならないよう引き続き、所在確認し見守り徹底していく。

